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令和６年度第４回庁議 会議録 

 

［日 時］令和６年７月４日（木）９時００分～１０時００分 

 

［場 所］庁舎応接会議室 

 

［出席者］市長、副市長、教育長、参与、各部局長及び危機管理監 

 

［会次第］ 

１ 市長あいさつ 

２ 議  題 

（１）令和５年度決算状況について                （企画部） 

（２）令和５年度水道事業会計・工業用水道事業・公共下水道事業会計決算状況 

について                        （上下水道局） 

３ 協議事項 

（なし） 

４ 連絡事項 

（１）組織機構の見直しについて                 （総務部） 

（２）タスクフォース検討の進捗状況について 

（経済部、危機管理監、企画部） 

５ その他 

 

１ 市長あいさつ 

本日は、「令和５年度決算状況について」企画部と上下水道局から説明をしていただ

く。続いて、連絡事項として総務部から「組織機構の見直しについて」、経済部、危機

管理監、企画部から「タスクフォース検討の進捗状況について」連絡していただく。 

その他連絡事項等があれば連絡していただき、本日の庁議は、１０時００分までに

終了することを目標とする。 

 

２ 議題 

（１）令和５年度決算状況について                （企画部） 

市長 それでは、議事に入る。 

「令和５年度決算状況について」、企画部から説明をお願いす

る。 
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企画部長 令和５年度の決算の状況について説明する。 

まず、一般会計の歳入決算額は、５６１億３，５７８万８千円、

歳出決算額は５５１億３７３万８千円で、形式収支は１０億３，

２０５万円の黒字となっている。この形式収支から令和５年度への

繰越一般財源８，９９８万２千円を差し引いた実質収支は、９億４，

２０６万８千円となっている。 

また、令和５年度の実質収支から令和４年度の実質収支を引い

た単年度収支に、財政調整基金の積立額を加え、その取崩額を引

いた実質単年度収支は、２億５，１４１万６千円の黒字となって

いる。 

次に、主な基金の状況であるが、令和５年度末の現在高は、財

政調整基金が２億２，１２６万１千円増の１６億７７７万９千円、

減債基金が２億１７９万円減の９億４，２４５万７千円となって

いる。 

次に特別会計であるが、介護保険事業及び後期高齢者医療事業

については黒字決算となっており、その他の特別会計は、収支ゼ

ロとなっている。 

最後に、令和５年度末の市債残高であるが、一般会計が５２６

億８，８５５万３千円、うち臨時財政対策債が２０３億８，７３

８万１千円、特別会計が１，３１３万円となっており、一般会計

と特別会計の合計は５２７億１６８万３千円で、令和４年度末に

比べ、２億７，５００万９千円増加している。 

 

市長 ただいまの説明に対し、何か質問は無いか。 

 

副市長 財政調整基金が１６億円ということになっているが今後の予定 

を含め説明をお願いしたい。 

 

企画部長 財政調整基金は、決算状況で約１６億円となっているが、当初予

算で３億円基金を取り崩している。その後、６月補正予算で約１

億円取り崩したため、６月補正後の残額は約１２億円となってい

る。今後、人勧や企業立地関係などで補正予算が必要となる見通

しであるため、大変厳しい状況である。 

 

市長 令和６年度末の残高見込は約２５億円でよろしいか。 
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企画部長 令和６年度においては、当初予算に充てたのち、２０億円を目

指している。 

 

市長 財調においては、３０億円に近づけていくようお願いしたい。 

 

教育長 ３０億円を目指すとのことであるが、どの時点における３０億

円なのか。 

 

企画部長 目標は、当初予算編成後３０億円を目指していきたい。一気に

目指すことは難しいため、来年度当初予算編成後２０億円を目指

し、徐々に積み上げていきながら３０億円にしていきたいと考え

ている。 

 

市長 当初予算編成後の財政調整基金の残高ということでよろしい

か。 

 

企画部長 そのとおりである。 

 

教育長 財政調整基金を３０億円にするための中長期的なスケジュール

や考え方がはっきりしない。企画部中心に職員が共通理解できる

よう分かりやすく示していただきたい。 

 

出納室長 財政調整基金が若干増えているが、この要素としては、昨年度、

工業用地の特別会計を廃止し、１億６千万円の収入が入っている。

この分を差し引くと実質的には、ほとんど増えていない。減債基

金の使い方ももう少し精査し、職員に内容や今後の見通しを分か

りやすく説明した方がいいと考える。 

 

企画部長 意思統一できるよう、分かりやすい説明ができるよう努めてま

いりたい。 

 

市長 当初予算編成の検討に合わせ、概算でいいので２・３年先の財

政計画を示していただきたい。 

介護保険の２億円について、実質収入が出ているがどのように

なるのか。 
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福祉部長 １億４千万円は返還しなければならない。約８千万円は、基金

に積み立てることになる。 

 

 

（２）令和５年度水道事業会計・工業用水道事業・公共下水道事業会計決算状況 

について                        （上下水道局） 

 

市長 次に、「令和５年度水道事業会計・工業用水道事業会計・公共下

水道事業会計決算状況について」、上下水道局から説明をお願いす

る。 

 

上下水道局長 上下水道局からは、令和５年度水道事業会計、工業用水道事業

会計及び公共下水道事業会計の決算の概要について説明する。 

まず、水道事業会計の業務量については、給水人口は１１万

０，８９３人で対前年比１，３９２人の減、給水戸数は５万６，５９４

戸で２５６戸の増となっている。年間有収水量は３０万６，８６８

立方メートル減少している。有収率は９０．７％で前年度を１．

７ポイント下回った。収益的収支は、収入が２１億６，０８０万

５千円、支出が１５億６，４２９万１千円で、純利益は対前年比

２億６２４万１千円増の５億９，６５１万４千円を計上した。資

本的収支は、収入が２億８，５４５万円、支出が１１億７，８８

２万７千円で、不足額８億９，３３７万７千円は損益勘定留保資

金等で補填した。  

次に、工業用水道事業会計の業務量については、給水企業数及

び契約水量に変更はないが、料金算定分の年間有収水量は１６９

万４，４００立方メートルの減少となっている。収益的収支は、

収入が２億１，４３８万３千円、支出が１億８，７９５万６千円

で、純利益は、対前年比２，２１５万４千円減の２，６４２万７

千円を計上した。資本的収支は、収入が７，０４７万２千円、支

出が４億４，６４６万２千円で、不足額３億７，５９９万円は、

損益勘定留保資金等で補塡した。 

次に、公共下水道事業会計の業務量については、水洗化人口は

７万４９６人で対前年比１６人の増、水洗化世帯は３万５，７４２戸

で３７２戸の増となっている。年間有収水量は１１万９，７１５立

方メートル減少し、有収率は７０．９％で前年度を７．６ポイン

ト下回った。収益的収支は、収入が４０億２，２２２万２千円、
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支出が３８億２，４０５万８千円で、純利益は１億９，８１６万

４千円を計上した。 資本的収支は、収入が２２億４，９４５万

７千円、支出が３８億３，０７３万６千円で、工事資金７，

４１８万３千円を翌年度に繰り越すため、不足額１６億５，

５４６万２千円は損益勘定留保資金等で補塡した。 

なお、一般会計からの繰入金については、１４億６９６万６千

円で対前年度比１億９，０００万円の減となった。 

 

市長 ただいまの説明に対し、何か質問は無いか。 

 

副市長 いずれの会計も非常に厳しいが、特に公共下水だが、水洗化率

はどのぐらいか。 

 

上下水道局長 水洗化率は９５％まで達成している。１０年前ぐらいから、人

口減少により、広げても増加しない、しにくい傾向があり、整備

しても年によっては、マイナスとなることもある。そのようなと

ころから、今回区域も広げないこととしている。 

 

副市長 水洗化率が低いのであれば、未接続のところを積極的につなぐ

ことも必要と考えたことと、支出の面においては、現在の経営状

況を十分理解してもらい、できるだけ工事の削減をするという方

法も職員間で徹底していただきたい。 

 

市長 一般会計繰入金が約１４億円とのことだが公共下水だけなの

か。 

 

上下水道局長 公共下水だけである。その中で雨水の関係で約８億円となって

いる。整備の関係は、絞って行っているが、ポンプ施設の維持は

必要であるため、どうしても現在の維持管理は最低限必要である

と認識している。雨水については、費用を抑えるよう努めていく。 

 

市長 先ほどの財政調整基金の面もあるが、できるだけ繰入金を減ら

すようお願いする。 

 

 

３ 協議事項 
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（なし） 

 

４ 連絡事項 

（１）組織機構の見直しについて                 （総務部） 

市長 次に、本日、協議事項は無いため、連絡事項に移る。 

まず、「組織機構の見直しについて」、総務部から説明をお願い

する。 

 

総務部長 組織機構については、組織の簡素化、効率性の向上を目指し、

令和７年度においても、見直しに取り組むこととしている。 

令和６年度は前年度と比較して、全体では２課・１係の減とな

り、１０部３局７２課１９４係（２班含む）となっている。昨年

度は、廃棄物対策課及び学校教育課の分課、子育て支援課の課名

変更、西部学校給食センターの新設に伴う見直しを行った。 

「組織機構の見直し（案）」の「１ 目的」のところに３つの見

直しの視点を示している。②，③は昨年度と同様ですが、今回は

①を「施策・事業を推進し政策実現するために挑戦できる組織」

としている。積極的な見直しの検討をお願いする。 

新居浜市の組織、端的にいうと部局と課所室の構成は、見直し

を重ねて現在の形になったものである。所属長の数は、その組織

の構成によって自動的に決まっている。課の中におく係について

は、特定の業務を組織的に担当させるために設けているものであ

るが、現実には管理職が係長を兼務している係が６４係、つまり

全体の３分の１の係が、兼務の係長という状況である。一方で、

一人の係、つまり係長以外に係員のいない係もある。同じ係長職

であっても、大勢の係員を監督する係長と、自分以外に係員のい

ない係長とでは、監督職としての経験にかなりの差が生じる。こ

のことは、組織運営上はもちろん、人事管理や人材育成の観点か

らも問題があると考える。このため、ここ数年の見直しでは、特

に係数の削減について、お願いをしてきた。当面、令和３年度に

２３０あった係数の３０％（約７０係）削減を目標としているが、

今年度は１９４係で、３年度比約１５％減と、ようやく目標の半

分程度という状況である。次年度に向け、まだ全体で３０程度の

係の削減が目標となる。まずそれぞれの部局で人数の少ない係を

みていただき、係を廃止できないのであれば他の係と一緒にする

など、できることはないのか検討をお願いする。 
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今後は、７月２９日（月）を期限として見直し（案）の提出を

依頼し、８月下旬までにヒアリングを実施する予定である。また、

定員管理関係調査については、１０月下旬に通知する予定として

いる。例年お願いしているが、各部局長には、３Ｃ、すなわちチ

ャレンジ、コスト、チェンジを強く意識し、リーダーシップを発

揮していただくようお願いする。 

 

市長 ただいまの説明に対し、何か質問は無いか。 

先程の予算とも同じであるが、組織機構についてもトップが替

わるため、そこらを踏まえ考えていただきたい。基本的なことは、

押すべきところは押していただきたい。 

 

副市長 今までに分課や統合した課があるが、当初の目的を満たしてい

るのか、なかなか一緒にしたところで、すぐに結果や効果は見え

にくいところもあるが検証を行っていただきたい。 

 

 

（２）タスクフォース検討の進捗状況について  （経済部、危機管理監、企画部） 

市長 次に、「タスクフォース検討の進捗状況について」、それぞれの

部局長から説明をお願いする。 

 

経済部長 経済部関係のタスクフォースの進捗状況について報告する。 

経済部タスクフォースとしては、産業遺産観光の高付加価値化、

別子銅山の産業遺産群がもつ歴史的背景や伝えたい価値を新たな

視点で掘り起こし、これらをストーリーでつないだ情報発信を行

うことにより、産業遺産についての理解を深め、新たなファンの

獲得を目指すものである。 

これまでの取組としては、現状と課題の整理をし、観光物産課

や別子銅山文化遺産課において様々な視点から協議・検討を行っ

た。この部分にいささか時間がかかっているが、今回のタスクフ

ォースのテーマが、これまで取り組んできた産業遺産観光とどの

ように差別化を図り、新たな魅力としてどう打ち出していくかと

いう部分を慎重に検討し、職員相互で十分に共有するよう努めて

きたところである。また、昨今の観光のトレンドを考慮するため、

市職員向けに外部から講師を招き勉強会を開催するなどを行って
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きたところである。その結果、産業遺産がもつ真の魅力を伝えき

れていなかったり、各施設間のつながりが弱かったりするなど、

マーケットインの視点での取組の重要性が確認されたところであ

る。今後においては、期限まであまり時間はないが、STEP１とし

て、各資源がもつ伝えたい価値を再整理しなおすとともに、新た

な切り口による統一した認識の共有と連携を図っていく。STEP２

として、整理できた情報を、時代背景やエリアごとにストーリー

化を図るとともに、最終的な情報発信ツールとして考えている

Web ガイドブックのフォーマットなどの決定をしていく。最後に、

STEP３として、Web ガイドブックの公開により新たなファンの

獲得につなげていきたいと考えている。 

 

危機管理監 タスクフォースのうち、地震対策についての進捗状況の報告を行

う。今回の検討に先立ち、まず始めに目的と目標を設定し、目的

は「大規模地震発生時における初動の庁内体制強化」で「初動」

を発災から３日間と定義し、目標を「各対策班活動の実施事項の

把握と理解」、「発災から３日後までの対策班活動の実施要領の確

立」の２つとしている。目標達成の具体的な実施内容は、それぞ

れの目標に書いているとおり、目標①については、平成２５年８

月に内閣府が作成した「地方都市等における地震対応のガイドラ

イン」にある地震対応の時系列表とチェックリストを、新居浜版

として作成することとしている。目標②については、「各対策班ご

との実施事項一覧及び活動要領の作成」として、独自に作成する

こととし、２つの目標で４つの成果物を作成することとしている。

なお、発災から３日間の検討としているが、「地震対応の時系列表

【新居浜版】」のみは、地震対応の全体像の把握ということで発災

から復旧段階まで検討している。地震対応の時系列表【新居浜版】

についてのみ、発災から３日間ではなく、初動段階から復旧段階

までの実施事項について検討をしている。これ以外の３つの成果

物については、発災から３日後までの範囲で検討、作成するので、

９月でタスクフォース（地震対策）としての活動は終了する予定

ではあるが、復旧段階までの引き続きの作成が必要であるので、

各部局長においては指導をお願いしたい。４つの成果物の位置づ

けであるが、まず、「地震対応の時系列表【新居浜版】」は、市長

以下の全職員が、地震発生の初動段階から復旧段階までの実施事

項を大局的に理解するためのもので、発災時には全員が地震対応
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のどの時期の何を行っているか、今後何をしなければならないの

かを理解、共有するために活用する。次に、「②地震対応チェック

リスト」は、時系列表を鑑みて、市長レベルの大局的な見地で考

える考慮事項及び指示事項となる。また、この②の「地震対応チ

ェックリスト」と「③各対策班実施事項一覧」は、部局長レベル

での考慮事項及び指示事項の内容となる。また、「③各対策班実施

事項一覧」と「④各対策班活動要領」は、課長以下の職員のレベ

ルでの考慮及び指示事項と具体的な実施要領となり、段階的に地

震対応の細部となっている。そして、最後の活動要領単体は、個々

の担当職員の実務のよりどころとなるものある。現在の検討の進

捗状況は、これまで最初の検討の進め方についての説明会と２回

の検討会を経て、目標①の「地震対応の時系列表【新居浜版】」と

「地震対応チェックリスト」の暫定版が完成したところとなって

おり、現在は目標②の「各対策班の実施事項一覧」と「各対策班

活動要領」を作成中である。目標②で作成するもののうち、最後

の「各対策班活動要領」は、マニュアル的になるものもあって量

的にも多く、専門的な内容となり、個人で全て見切れないため、

各部局長において、進捗を注視、指導いただきたい。今回の検討

期間である９月初めに「対策班活動要領」を作成完了としている

が、作り切らない対策班も出てくると考えられる。しかし、作成

できていない班も作成の流れは理解できているので、１０月以降

も継続して作成に取り組むよう、こちらも継続した指導をいただ

きたい。なお、私自身は作成の進捗について、９月以降も把握し

てまいりたいと考えている。 

 

企画部長 タスクフォース新規政策について報告する。 

タスクフォース新規政策は、新しい新居浜を創造するための政

策を人材育成も含めて検討することを目的とし設置されている。 

将来の新居浜を担う若手職員を中心に、柔軟かつフレッシュな

発想で政策を立案し、自ら考え行動するリーダーを育てるため、

従来のインプット型の単なる研修とは異なり、アウトプットを重

視した取り組みとし、参画者の活動を適切にサポートし、効率的

かつ効果的な支援につながるよう専門家を招いてワークショップ

を実施することとした。 

現在の進捗状況は、５月に参加職員の募集を行い、参加職員１

２名を決定し、第１回の検討会として、新居浜市の課題・未来の
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新居浜市についてワークショップを行い、１班６名の２班体制に

て政策テーマの検討を進めている。 

今後の予定については、７月～８月中に計４回程、検討会を実

施し、１０月上旬に市長・副市長・参与へ新規政策のプレゼンテ

ーションを行う予定としている。 

政策テーマが決まり次第、事業担当課においては、管理職及び

担当職員に参加いただき、事業化に向けての前向きなアドバイス

等を頂ければと考えているので、その際は協力をお願いしたい。 

 

市長 ただいまの説明に対し、何か質問は無いか。 

 

副市長  経済の産業遺産については、せっかくの宝が磨き切れてなく、

ストーリー立てをし、全ての人に感動を与えるようなものにして

いただきたい。その中で、山田社宅の活用方法について、企画部

とも一緒に考えていただきたい。 

 

市長 ９月１０月には結論を出し、次年度の施策、組織なりに反映で

きるよう取り組んでいただきたい。 

 

副市長 防災の関係であるが、現在各班ごとで進めているため、各部局

長まで情報共有しきれていない。しっかりと情報共有をしていた

だきたい。 

新規施策については、いろんな自由な発想で今までの固定概念

にとらわれることなく、自由な意見に対し、積極的に協力してい

ただき、若手職員の育成に一緒に取り組んでいただきたいと考え

る。 

 

 

５ その他 

市長 その他連絡事項は無いか。 

 

副市長 ２点連絡事項を報告する。 

１点目は、健康政策課の移動である。新型コロナウイルスが広

がり、冷凍庫やディープフリーザーの設置、接種券の配布の準備

を行うため、急遽、消防防災合同庁舎５階に場所を確保した。ワ

クチンも終了したため、本庁内に移動をする。年度途中での暫定
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的な移動であり、移動場所は現在、３階の奥の３１会議室である。

福祉部と総務部で進めていただきたい。３１会議室の予約の変更

を協力していただき、８月の当初ぐらい、約１か月後に移るよう

な段取りで進めてほしい。来年度以降については、現在、２階で

定額減税の給付金関係を行っているところに収まるよう検討して

いただきたい。配置については、関連する総務部、市民環境部と

福祉部、企画部も調整として入り検討をお願いしたい。案として

は、地域コミュニティ課が市民環境部長と一番奥にあり、地域の

人からは分かりにくいため、健康政策課と福祉部長が入る隣に移

動してはどうか。少し狭いため、他の課の配置も合わせて新年度

に向けて検討していただきたい。 

２点目は、空家等の対策プロジェクトチームの設置についてで

ある。以前は、各課がバラバラで対応し、たらいまわしとなって

いたため、一本化を図り、建設部に空家対策班を設置した。当時

では見えなかった部分が見えだし、これからも空家は増加するた

め、各部局が協力し連携を図り対策をしていく。安全の面や活用

の面、税の関係も大きくなっていくと予想される。そのようなと

ころをプロジェクトチームとして継続的に対応していただきた

い。組織として対応できるような体制を構築したいため、建設部

を中心にまず、プロジェクト案を作成し、各部局と調整を図って

ほしい。プロジェクトチーム構成は、課長ではなく、実務として

できる人で体制を組んでいただきたい。 

 

市長 空家対策については、非常に重要でこれからいろいろな問題が

予想される。空家対策協議会とプロジェクトチームをどのように

関連付けていくのか、検討を進めて頂きたい。 

 

建設部長 建設部から１点報告する。昨日であるが、大島の東海岸、陸閘

を過ぎたあたりで少し大きめの崩落が発生した。昨日のうちに職

員が現地調査を行ったが、かなりの土砂が出ており通行ができな

いことから、通行止めの処置を行っている。現在、大島の西海岸

も通行止めの箇所があり。大島の外周道路としては通行できない

状態である。ホームページでの周知やフェリー乗り場待合室や島

民に周知を行っている。問い合わせ等も考えれるため、一度ホー

ムページ等で確認をお願いしたい。 
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市長 復旧はいつになるのか。 

 

建設部長 コンサルを入れて調査を行わないとわからない。補助の関係も

含め検討が必要である。県の道路維持管理課に報告はしているの

で、県とも相談を進める。 

 

教育長 通学路安全対策協議会を開催し、市道関係の要望が多い。予算

の関係上なかなか難しく、協議を行っても対策が取れないことが

懸念される。議員の注目度も高い通学路の安全点検であるため、

何かしらの案を考えて頂きたい。 

 

建設部長  緊急優先案件が発生したため、対応できない部分が出ている。

緊急を有する通学路については、企画、財政課とも相談していき

たい。 

 

福祉部長 健康政策課の移動の件であるが、３１会議室の使用が出来なく

なる連絡については、後日お願いさせていただく。予約の変更に

ついては、合同庁舎５階の会議室２に移れるような方法を考えて

いる。決まり次第通知するので、予約したままで通知を待ってい

ただきたい。 

 

市長 他に無ければ、以上で令和６年度第４回庁議を終わる。 

 

 


